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第６次総合計画策定にかかる住民意識調査 
◆  ア ン ケ ー ト ご 協 力 の お 願 い  ◆ 

 
 町民の皆さまには、日ごろから町政各般にわたりご理解とご協力をいただき厚くお礼申

し上げます。 
 さて、大口町では、平成８年に策定した第 5次総合計画の計画期間が、平成 17年度末
をもって終了します。また、少子高齢化の進行や地球環境問題の深刻化、急速な地域情報

化など、近年のめまぐるしく変化する社会の中で、第５次総合計画では想定していなかっ

た様々な地域課題が出てきています。特に、平成 12年に施行された地方分権一括法によ
り国と地方との関係が対等となり、それぞれの地方自治体は、自己決定・自己責任のもと

自立した行政運営を求められています。 
 そこで、大口町では新しい時代に対応した総合計画をつくることとなりました。この調

査は、町民の皆さまに、現行の生活環境や将来のまちづくりの方向性についてのご意見を

お聞きし、新しい総合計画をつくるための基礎資料とするために実施するものです。 
 この調査は、大口町にお住まいの 20歳以上の方の中から 1,600人の方を無作為に選ば
せていただき実施します。ご回答いただく内容はすべて統計的に処理し、調査目的以外に

使用することはありません。 
 お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよ

うお願い申し上げます。 
 平成１７年９月 
                             

 
 

■ご回答にあたっての留意事項 

○この調査票は、あて名のご本人にお答えいただくようお送りしましたが、もし都合でご回答

できない場合は、家族のどなたがご本人に代わってご記入いただいても結構です。その際は、

記入された方の立場でお答えください。 
○ご回答は、あてはまる回答の番号を○で囲んでください。なお、設問によっては複数回答が

できる場合もございますので、設問の【 】の内の注意書きをよくお読みになってください。 
○回答が「その他」の場合には、その番号を○で囲むとともに、（ ）内に具体的にご記入くだ

さい。 
○ご記入いただきました調査票は、平成１７年１０月３日（月）までに同封の返信用の封筒（切

手不要）に入れて投函してください。 
○記入方法などについてわからないことがありましたら、下記までお問い合わせください。 

 

 ■このアンケートに関する問い合わせ先■ 

  大口町政策調整室政策調整課 総合計画担当 

  電話：0587－95－1111 Fax：0587－95－5721 

  E-mail：seisaku@town.oguchi.lg.jp 

  〒480-0144 大口町下小口七丁目 155 
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Ⅰ．住み心地と定住意向について 

 
問１ 大口町は住みやすいまちだと思いますか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 住みやすい 
2. どちらかといえば住みやすい 
3. どちらかといえば住みにくい 
4. 住みにくい 

 
問２ あなたはこれからも大口町に住む予定ですか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. ずっと住み続ける 
2. できれば住み続けたい 
3. できれば町外に移り住みたい、または移り住む予定がある 
4. できるだけ早めに、町外に移り住みたい 
5. わからない 

 
問３ 問２で「3.」、「4.」と回答された方のみにうかがいます。あなたが町外へ移りた

い、または、移る予定の主な理由は何ですか【回答数：２つまで○印】 

1. 自分や家族の通勤・通学に不便だから 
2. 自分の家を持ちたいから 
3. 騒音や排気ガス等で生活環境が良くないから 
4. よりよい医療や福祉サービスを受けたいから 
5. 買い物や遊びに不便だから 
6. 子どもの保育、子育て、教育をより良くしたいから  
7. 自然災害への備え（防災）が不十分だから 
8. 窃盗や空き巣など犯罪が心配だから 
9. 地域の関係づくりや近所づきあいが負担であるから 

10. 自然や気候が生活面において負担になっているから 
11. 生まれ育った故郷に帰りたいから 
12. 仕事、学校、家族の都合で移り住む予定があるから 
13. その他（具体的に                           ）
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Ⅱ．満足度と重要度について 

 

問４ 町で行う様々な地域づくりや施策・事業の現状について、あなたはどの程度満足

していますか。また、どの程度重要であるとお考えですか。次の(１)～(38)の各

項目について「満足度」「重要度」ごとにあてはまる番号に○印をつけてください。 

   【回答数：○印を「満足度」「重要度」ごとにそれぞれ１つずつ】 

   ※回答欄は次ページ以降にあります。 

 

記 入 例 

 この設問については、以下のように回答してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 重要度  

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

非
常
に
重
要 

重
要 

あ
ま
り
重
要
で
な
い

重
要
で
な
い 

(1) 下水道・農業集落排水などの整備 1 2 3 4 1 2 3 4

(2) 段差や道幅など歩道の歩きやすさ・安全性 1 2 3 4 1 2 3 4

(3) 河川や緑など地域の自然環境の保全 1 2 3 4 1 2 3 4

このように

○をつけて

ください 

現在の状態にど

れだけ満足して

いますか 

これからの地域づ

くりの中でどのく

らい大切ですか 
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満足度 重要度  

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

非
常
に
重
要 

重
要 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 
重
要
で
な
い 

(1) 下水道・農業集落排水などの整備 1 2 3 4 1 2 3 4

(2) 段差解消や道幅の確保など歩道の歩きやすさ・安全性 1 2 3 4 1 2 3 4

(3) 河川や緑など地域の自然環境の保全 1 2 3 4 1 2 3 4

(4) 家庭ごみの減量化・リサイクル 1 2 3 4 1 2 3 4

(5) 緑地・公園など憩いの空間 1 2 3 4 1 2 3 4

(6) 街灯や道路脇の花壇など住みやすい住宅地の整備 1 2 3 4 1 2 3 4

(7) 自動車での移動が便利な道路網の整備 1 2 3 4 1 2 3 4

(8) インターネットなどの情報基盤の整備 1 2 3 4 1 2 3 4

(9) 鉄道などの交通の利便性 1 2 3 4 1 2 3 4

(10) 巡回バスの利便性 1 2 3 4 1 2 3 4

(11) 農業に対する振興支援策 1 2 3 4 1 2 3 4

(12) 商工業に対する振興支援策 1 2 3 4 1 2 3 4

(13) 町内企業や事業所における雇用 1 2 3 4 1 2 3 4

(14) 小中学校における教育内容 1 2 3 4 1 2 3 4

(15) 学校と地域や家庭との連携 1 2 3 4 1 2 3 4

(16) 生涯学習講座のメニューや数 1 2 3 4 1 2 3 4

(17) スポーツ施設の数や設備 1 2 3 4 1 2 3 4

(18) スポーツ活動、教室のメニューや数 1 2 3 4 1 2 3 4

(19) 家庭教育指導などの青少年の健全育成 1 2 3 4 1 2 3 4

(20) 文化施設の数や設備 1 2 3 4 1 2 3 4

(21) 芸術文化活動などの機会 1 2 3 4 1 2 3 4

(22) コミュニティ施設(学共、集会所など)の数や設備 1 2 3 4 1 2 3 4

(23) 区の活動や地域の活動 1 2 3 4 1 2 3 4
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満足度 重要度  

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

非
常
に
重
要 

重
要 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 
重
要
で
な
い 

(24) ＮＰＯ・ボランティア活動などへの支援 1 2 3 4 1 2 3 4

(25) 外国や地域に住む外国人との交流 1 2 3 4 1 2 3 4

(26) 人権に関する理解・啓発に対する取り組み 1 2 3 4 1 2 3 4

(27) 地震や水害など防災に対する安心感 1 2 3 4 1 2 3 4

(28) 交通事故からの安全性 1 2 3 4 1 2 3 4

(29) 犯罪にあうことのない安心感 1 2 3 4 1 2 3 4

(30) 健康診断・保健指導などの健康づくり 1 2 3 4 1 2 3 4

(31) 町内における医療サービス 1 2 3 4 1 2 3 4

(32) 住民同士の助け合いによる地域福祉活動 1 2 3 4 1 2 3 4

(33) 生活支援・介護サービスなどの高齢者福祉 1 2 3 4 1 2 3 4

(34) 生活・自立支援などの障害者（児）福祉 1 2 3 4 1 2 3 4

(35) 保育サービスや相談支援などの子育て環境 1 2 3 4 1 2 3 4

(36) 町政への住民参画の機会や場 1 2 3 4 1 2 3 4

(37) 広報などによる町の情報提供・情報公開 1 2 3 4 1 2 3 4

(38) 受付・窓口などにおける町職員の応対 1 2 3 4 1 2 3 4

 
問５ 問４の(1)から(38)の中で、今後、特に力を入れて取り組むべきものはどれです

か。該当する項目の番号を記入してください。 

   【回答数：５つまで番号を記入。１つ２つでも結構です】 

番号記入欄 
     

 

問６ 全体的にみて、これまで町の取り組みに満足していますか。 

   【回答数：○印を１つだけ】 

1. 満足 2. やや満足 
3. やや不満 4. 不満 
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Ⅲ．身の回りの安全について 
 

問７ あなたは、ここ 10 年間で、｢自分や身近な人の周りの安全が失われてきている｣

と不安になることが多くなったと思いますか、それとも少なくなったと思います

か。  【回答数：○印を１つだけ】 

1. 多くなったと思う 
2. どちらかといえば多くなったと思う 
3. どちらかといえば少なくなったと思う 
4. 少なくなったと思う 
5. どちらともいえない 

 

問８ あなたは、身の回りで起きる犯罪を未然に防止するため、地域の役割としてどの

ようなことが主に重要だと思いますか。【回答数：３つまで○印】 

1. 地域安全パトロール隊の活動を進める 
2. 地域の犯罪が起こりそうな場所の点検を行なう 

3. 
日頃から近所づきあいやコミュニティ活動を活発にし、犯罪に強いコミュニティ

をつくる 

4. 各世帯で防犯カメラや防犯ベルなどの防犯機器を設置する 
5. 夜間の門灯点灯を地域の活動として進める 
6. 地区老人クラブ等で防犯活動を進める 
7. 防犯講座などを開催し、地域住民の防犯意識を高める 
8. その他（具体的に                            ）
9. 特にない 

 

問９ あなたの家では、大地震が起こった場合に備えて、どのような対策をとっていま

すか。   【回答数：あてはまるものすべてに○印】 

1. 消火器や水をはったバケツを準備している  
2. いつも風呂の水をためおきしている 
3. 家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している 
4. ブロック塀を点検し、倒壊を防止している 
5. 自分の家の耐震性を高くしている 
6. 食料や飲料水を準備している 
7. 携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している 
8. 非常持ち出し用衣類、毛布などを準備している 
9. 貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している 

10. 家族との連絡方法などを決めている 
11. 近くの学校や公園など避難する場所を決めている 
12. 防災訓練に積極的に参加している  
13. その他（具体的に：                           ）
14. 特に何もしてない 
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問 10 大口町には地震や台風などの自然災害に対し、地域で協力し助け合うための組

織（自主防災組織）が大字区単位にあります。あなたは、自主防災組織でどのよ

うな活動が主に重要だと思いますか。  【回答数：３つまで○印】 

1. 定期的な初期消火や、救急などの防災訓練を実施する 
2. 高齢者世帯等地域住民の状況を把握する 
3. 情報の伝達方法や体制を決める 
4. 簡易消火栓など防災用機材を点検する 
5. 災害発生時の危険箇所を確認する 
6. 地域の防災リーダー等の人材を養成する 
7. 特殊技術などの地域の人材を把握する 
8. 消防団員や消防団経験者の知識を広める 
9. 避難経路や集団避難の方法を確認する 

10. 地域住民の防災意識を高めるため、訓練を地域の恒例行事にする 
11. その他（具体的に                           ）

 

 

Ⅳ．これからのライフスタイルと社会貢献について 

 

【これからのライフスタイルについて】 

問 11 今後の生活において、物の豊かさか心の豊かさに関して、次の考え方の中で、

あなたの考え方に近いのはどれですか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 物質的にある程度豊かになったので、これからは心の豊かさ、ゆとりのある生活
をすることに重きをおきたい 

2. まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい 
3. どちらともいえない 
4. わからない 

 

問 12 あなたのこれからの暮らし方について、今後、どのような活動に時間をとりた

いと考えていますか。   【回答数：あてはまるものすべてに○印】 

1. 報酬を得て行う仕事 2. ボランティア 
3. 自治会などの地域活動 4. 家事 
5. 子育て 6. 介護 
7. 趣味 8. 勉強 
9. 家族のだんらん 10. 友人とのつきあい 

11. 健康づくり  

12. その他（具体的に：                           ）
13. 特にない 
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【社会貢献について】 

問 13 あなたは、日頃、社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思ってい

ますか。それとも、あまりそのようなことは考えていませんか。 

   【回答数：○印を１つだけ】 

1. 思っている 2. あまり考えていない 3. わからない 

 

 

問 14 問 13 で「１．思っている」と回答した方にお聞きします。何か社会のために役

立ちたいと思っているのはどのようなことですか。 

   【回答数：あてはまるものすべてに○印】 

1. 青少年健全育成に関する活動（ボーイスカウト・ガールスカウト活動、子ども会など）
2. 体育・スポーツ・文化に関する活動（スポーツ・レクリエーション指導、祭り、
学校でのクラブ活動における指導など） 

3. 自主防災活動や災害援助活動 
4. 公共施設での活動（学校や図書館、老人福祉センター等でのボランティアなど）
5. 生涯学習活動に関する指導、助言、運営協力などの活動（料理、英語、書道など）
6. 国際交流（協力）に関する活動（通訳、難民援助、技術援助、留学生援助など）
7. 社会福祉に関する活動（老人や障害者などに対する介護、身の回りの世話、給食、保育など） 
8. 保健・医療・衛生に関する活動（病院ボランティアなど）  
9. 自然・環境保護に関する活動（環境美化、リサイクル活動、牛乳パックの回収など） 

10. 交通安全に関する活動（子どもの登下校時の安全監視など） 
11. 募金活動、チャリティーバザー等への参加 
12. 町内会などの地域活動（地区の役員、防犯や防火活動など） 
13. 家事や子どもの養育を通して 
14. 自分の職業を通して 
15. その他（具体的に：                           ）
16. わからない 
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Ⅴ．地域活動への参加、行政と住民の協働について 

【地域活動やボランティア活動への参加について】 

問 15 あなたは、今現在（ここ 1年間のうちで）、地域の自治活動やボランティア活動

にどの程度参加していますか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 積極的に参加している 
2. 内容によって参加している 
3. 参加する考えはあるが、参加できていない 
4. ほとんど参加していない 
5. まったく参加していない 

 

【住民と行政の協働について】 

問 16 住民の町行政への関わりについて、あなたのお考えに最も近いのはどれですか。 

   【回答数：○印を１つだけ】 

1. 行政が責任を持って施策・計画をつくりそれを実施し、住民へはその経過を情報
提供するだけでよい 

2. 事前に住民の意見を聞いて行政が責任を持って施策・計画をつくり、それを実施
すればよい 

3. 住民参加により施策・計画をつくり、住民と行政が協力しながらそれを実施する
べきである 

4. 施策・計画への住民参加だけではなく、実施にあたっては住民の自主性・主体性
に任せ、行政はできるだけ支援に徹するべきである 

5. わからない 
6. その他（具体的に：                           ）

 

問 17 住民の参画と参加のまちづくりのために、町ではどのようなことを進める必要

があると思いますか。【回答数：３つまで○印】 

1. 広報紙や町のホームページの充実など広報活動の充実 
2. 町政懇談会や住民相談など広聴活動の充実 
3. 情報提供・情報公開の拡充 
4. アンケートや聞き取り調査の実施 
5. ＦＡＸやメールなどによる住民提案・意見箱の充実（わかりやすい場所への設置
や設置数の増加など） 

6. 委員会や審議会などにおける住民の公募枠の拡大 
7. 町民会議やワークショップなど、直接的な住民参加機会の拡大 
8. 住民のまちづくりへの参加や住民自治を進めるための条例や制度づくり 
9. 議会、審議会などの議事録のわかりやすい提示 

10. 区や自治会を通じて地域住民の要望を町政に反映させる仕組みづくり 
11. 議員を通じて地域住民の要望を町政に反映させる仕組みづくり 
12. その他（具体的に：                           ）
13. 特にない 
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問 18 町では、地域の自治を大切にして、これから町民の皆さんと一緒になったまち

づくりを一段と強く進めていこうと考えています。そこで、次に掲げる①～⑩の

活動について、あなたのお考えに最も近いのはどれですか。 

  【回答数：それぞれ①～⑩について１つずつあてはまる番号に○印】 

 

 
地域・住民

が自ら行う

ことが 

できる 

行政の支援

のもと住民

が主体的に

行うことが

できる 

行政が 

主体的に行

うべき 

わから 

ない 

①日常の安否確認や外出支援など 

高齢者の生活を支える活動
1 2 3 4 

②点訳や要約筆記、手話通訳など 

障害者の生活を支える活動
1 2 3 4 

③子育て相談や緊急時の預かりなど 

子育て家庭を支援する活動
1 2 3 4 

④道路の清掃や花植えなど 

まちの環境を美しくする活動
1 2 3 4 

⑤ごみの減量や省エネルギーなど 

環境問題に対応する活動
1 2 3 4 

⑥スポーツや趣味・芸術活動など 

生涯学習・スポーツに関する活動
1 2 3 4 

⑦パトロール活動など 

交通安全や防犯に関する活動
1 2 3 4 

⑧火災や災害に備えた 

消防や防災に関する活動
1 2 3 4 

⑨通訳や交流イベントなど 

国際交流に関する活動
1 2 3 4 

⑩公民館や公園など 

地域施設の管理・運営する活動
1 2 3 4 
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Ⅵ．地域における教育について 

 
問 19 学校が休みとなる土・日曜日、夏休みなどに、地域社会全体で子どもを育てて

いくために、どのような取り組みが必要であると思いますか。 

   【回答数：あてはまるものすべてに○印】 

 

1. 子どもが参加できる音楽や絵画などの文化的な活動を盛んにする 
2. 子どもが参加できる地域のスポーツ活動を盛んにする 
3. 地域の子ども会の活動を活性化する 
4. 学校での部活動を盛んにする 
5. 休耕田などを利用した、子どもが参加できる農業体験などを盛んにする 
6. 五条川などを利用した、子どもが参加できる自然体験などを盛んにする 
7. 環境や歴史・伝統など、地域で大人と子どもが共に学びあう場をつくる 
8. 学共(各地区の学習等共同利用施設)などを活用した子どもの学習の場、居場所づ
くりを行う 

9. 子どもを安心して預けられる場をつくる 
10. 子どもが参加できる活動の情報提供を充実する 
11. 地域で子育てを支援する団体の育成やそうした団体との連携を強化する 
12. その他（具体的に：                           ）
13. 特にない 

 

Ⅶ．農業施策について 
 

問 20 あなたは、「農」（農業のことだけではなく、農業を通じた自然との付き合い方

や生命の大切さなどを伝える教育、食の安全性、農村文化など幅広い考え方）に

ついて関心がありますか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 非常に関心がある 3. それほど関心はない 
2. まあまあ関心がある 4. まったく関心はない 

 
問 21 あなたはこれまで農業や農作業の経験、または農業体験がありますか。 

   【回答数：○印を１つだけ】 

1. 農業を主な仕事としている 
2. 副業として農業に携わっている 
3. 趣味で農作業を行っている 
4. 今は携わっていないが、以前は、農業や農作業に携わっていた 
5. 種まきから収穫までの農業体験がある（家庭菜園やミニトマト植栽栽培など） 
6. 収穫など部分的な農業体験をしたことがある（イモ掘り体験、観光農園での摘み
取りなど） 

7. 経験したことはない 
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問 22 次にあげる「農」にかかわる活動について、あなたはどの程度参加（利用）し

たいと考えていますか。【回答数：それぞれ１つずつに○印】 

 
 

参加 

したい・ 

やりたい 

参加しても

よい・やって

もよい 

 

あまり 

参加したく

ない・やりた

くない 

 

参加したく

ない・やりた

くない 

①就農（農地を借りて農業に従事する

こと） 
1 2 3 4 

②趣味としてふれあい農園（市民農

園）で農作業を行うこと 
1 2 3 4 

③農作業ボランティアなどとして、農

家のお手伝いをすること 
1 2 3 4 

④農作物の収穫など、農業体験をする

こと 
1 2 3 4 

⑤地元で収穫された農産物を積極的

に利用すること 
1 2 3 4 

⑥安全で安心な環境にやさしい農業

を進めるため、生ごみの分別回収と

堆肥化に協力すること 

1 2 3 4 

⑦その他具体的に参加したい・やりたいことがありましたらご記入ください。 

（                                     ）
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Ⅷ．地域の情報化について 

 

問 23 あなたは、ご家庭でインターネットを利用していますか。 

   【回答数：○印を１つだけ】 

1. 利用している 
2. 利用していない 
3. 利用したいが、パソコンがないなどの理由で利用できない 

 

問 24 あなたは、インターネットを活用した地域情報化施策を進めることに、どのよ

うな効果を期待しますか。【回答数：２つまで○印】 

1. コミュニケーションが活発になり、町民と行政、町民と町民の関係が深まる 
2. まちづくりへの参画と参加が進む 
3. 町政に町民の意見が細かく反映されるようになる 
4. 役場への届出や申請などの手続きが窓口以外でも可能になり、便利になる 
5. 公共施設の利用状況や予約が容易にできるようになる 
6. 税金や保険料などの支払いが容易にできるようになる 
7. 役場各課からのお知らせや地域情報など、さまざまな情報が提供される 
8. その他（具体的に：                           ）
9. 特にない 

 

Ⅸ．公共施設と住民負担の関係について 

  

問 25 あなたは、ここ 1 年以内に町内の公共施設（総合運動場、テニスコート、温水

プールなど）を利用したことはありますか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 利用したことがある 
2. 利用したことがない 

   

問 26 現在、町の公共施設（総合運動場、テニスコート、温水プール、中央公民館等）

は使用（利用）するときに決められた使用料が必要ですが、これらの施設の維持

管理には多くの税金が使われています。これからの公共施設の利用と負担の関係

について、あなたの考えに最も近いのは何ですか。 【回答数：○印を１つだけ】 

 

1. 公共施設の維持管理は、できる限り町民の税金で行うことが望ましい。 
2. 公共施設の維持管理は、ある程度は税金で負担し、公共施設を利用する人の使用

料で維持管理することが望ましい。 

3. 税金で維持管理することはやめて、公共施設を利用する人の使用料で維持管理す
ることが望ましい。 

4. その他（具体的に                           ）
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Ⅹ あなた自身のことについて 

 
問 27 あなたの性別はどちらですか【回答数：○印を１つだけ】 

1. 男性 2. 女性 
 
問 28 あなたの年齢はいくつですか【回答数：○印を１つだけ】 

1. 20歳代 2. 30歳代 3. 40歳代 
4. 50歳代 5. 60歳代 6. 70歳以上 

 
問 29 あなたは、どの地区にお住まいですか。【回答数：○印を１つだけ】 

 1.秋田      2.豊田      3.大屋敷    4.外坪     5.河北 
 6.余野     7.上小口    8.中小口    9.下小口    10.垣田 
 11.さつきヶ丘 

 
問 30 あなたは大口町に住んで何年くらい経ちますか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 5年未満 
2. 5年以上 10年未満 
3. 10年以上 20年未満 
4. 20年以上 30年未満 
5. 30年以上 

 
問 31 あなたの職業は次のうちどれですか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 農業従事者 
2. 自営業・自由業 
3. 会社員・店員等 
4. 公務員・団体職員 
5. 会社・団体の役員 
6. パート・アルバイト、フリーター 
7. 家事従事・無職 
8. 学生 
9. その他 

 
問 32 あなたの世帯のタイプは次のうちどれですか。【回答数：○印を１つだけ】 

1. 単身世帯 
2. 夫婦のみの世帯 
3. ２世代世帯（親＋子） 
4. ３世代世帯（祖父母と親と子） 
5. その他の世帯 
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○これからのまちづくりについてアイデアやご意見がありましたら、どんなことでも

結構ですので、自由にご記入ください。[箇条書き
か じ ょ う が き

] 

 

 

設問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


